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(57)【要約】
【課題】エンジンユニットが取り付けられる無目の外観
見付け寸法をスリム化できる自動ドアを提供すること。
【解決手段】自動ドア１は、左右の方立４０と、縦骨６
０と、無目３０と、無目３０の上方における枠内に配置
される上パネル４と、無目３０の下方における枠内に配
置されるパネル３と、開口部と、開閉戸８と、開閉戸８
を開閉移動させるエンジンユニット７とを備える。無目
３０は、上パネル保持用の上側溝形成部３５と、パネル
保持用の下側溝形成部３６と、上見込み片部３２と、下
見込み片部３３と、室内見付け片部３４とを有する。上
側溝形成部３５の室外対向片部３５３および下側溝形成
部３６の室外対向片部３６２をあわせた室外見付け寸法
３７は、室内見付け片部３４の室内見付け寸法３８より
も小さくされる。エンジンユニット７は、室内見付け片
部３４に取り付けられる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左右の縦枠と、前記左右の縦枠に取り付けられる上枠および無目と、前記無目の下方で
あって前記左右の縦枠間に配置される縦骨と、前記左右の縦枠、前記上枠および前記無目
によって形成される枠内に配置される上パネルと、前記左右の縦枠のうちの一方の縦枠、
前記縦骨および前記無目によって形成される枠内に配置されるパネルと、前記左右の縦枠
のうちの他方の縦枠、前記縦骨および前記無目によって形成される開口部と、前記開口部
よりも室内側に配置される開閉戸と、前記無目に取り付けられるとともに、前記開閉戸を
開閉移動させるエンジンユニットとを備え、
　前記無目は、上パネル保持用の上側溝形成部と、パネル保持用の下側溝形成部と、前記
上側溝形成部に連続する上見込み片部と、前記下側溝形成部に連続する下見込み片部と、
上見込み片部および下見込み片部に連続する室内見付け片部とを有し、
　前記上側溝形成部は、前記上パネルの室外面に対向する室外対向片部を有し、
　前記下側溝形成部は、前記パネルの室外面に対向する室外対向片部を有し、
　前記上側溝形成部の室外対向片部および前記下側溝形成部の室外対向片部をあわせた室
外見付け寸法は、前記室内見付け片部の室内見付け寸法よりも小さくされ、
　前記エンジンユニットは、前記室内見付け片部に取り付けられる
　ことを特徴とする自動ドア。
【請求項２】
　請求項１に記載の自動ドアにおいて、
　前記左右の縦枠の見込み寸法は、前記縦骨の見込み寸法よりも大きくされ、
　前記開閉戸は、前記左右の縦枠の見込み面間に設置される
　ことを特徴とする自動ドア。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の自動ドアにおいて、
　前記上側溝形成部は、前記上見込み片部に連続するとともに前記上パネルの室内面に対
向する室内対向片部を有し、
　前記下側溝形成部は、前記下見込み片部に連続するとともに前記パネルの室内面に対向
する室内対向片部を有し、
　前記上側溝形成部の室内対向片部の見付け寸法は、前記下側溝形成部の室内対向片部の
見付け寸法よりも大きくされる
　ことを特徴とする自動ドア。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の自動ドアにおいて、
　前記無目および前記縦骨には、前記開閉戸との隙間を塞ぐモヘアが装着される
　ことを特徴とする自動ドア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開閉戸を開閉移動させるスライド式の自動ドアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＦＩＸ窓（嵌め殺し窓）と、ＦＩＸ窓の横隣にある開口部を開閉可能に設置され
た開閉ドアとを備え、開閉ドアが電気モータ等のエンジンの駆動によって開閉する片開き
式の自動ドアが知られている（特許文献１参照）。
　ＦＩＸ窓は、上枠、下枠および左右の縦枠で仕切られた枠体にガラスパネルが取り付け
られた既設のものである。開口部は、ＦＩＸ窓の左右の縦枠のうちの一方の縦枠と当該一
方の縦枠から左右方向に間隔を隔てて配置された方立との間に形成されている。
【０００３】
　上枠および下枠間には、横枠（無目）が左右の縦枠にわたって設置されており、横枠の
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室外見付け寸法と室内見付け寸法とは同寸法とされており、この横枠の裏面には、エンジ
ンを収納したボックスが取り付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１５－０３１０５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、特許文献１に記載の自動ドアでは、横枠の室外見付け寸法が室内見付け寸法
と同寸法とされる。ここで、横枠の裏面側の室内見付け寸法は、当該横枠の裏面にエンジ
ンのボックスが取り付けられる程度の強度が必要とされるため、エンジンのボックスの上
下寸法に対応した寸法とされるので、横枠の室内見付け寸法を小さくすることが困難であ
る。これに伴い、特許文献１に記載の自動ドアでは、横枠の室内見付け寸法と同寸法とさ
れる室外見付け寸法を小さくし難く、横枠の外観見付け寸法をスリム化することが困難で
ある。
【０００６】
　本発明の目的は、エンジンユニットが取り付けられる無目の外観見付け寸法をスリム化
できる自動ドアを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の自動ドアは、左右の縦枠と、前記左右の縦枠に取り付けられる上枠および無目
と、前記無目の下方であって前記左右の縦枠間に配置される縦骨と、前記左右の縦枠、前
記上枠および前記無目によって形成される枠内に配置される上パネルと、前記左右の縦枠
のうちの一方の縦枠、前記縦骨および前記無目によって形成される枠内に配置されるパネ
ルと、前記左右の縦枠のうちの他方の縦枠、前記縦骨および前記無目によって形成される
開口部と、前記開口部よりも室内側に配置される開閉戸と、前記無目に取り付けられると
ともに、前記開閉戸を開閉移動させるエンジンユニットとを備え、前記無目は、上パネル
保持用の上側溝形成部と、パネル保持用の下側溝形成部と、前記上側溝形成部に連続する
上見込み片部と、前記下側溝形成部に連続する下見込み片部と、上見込み片部および下見
込み片部に連続する室内見付け片部とを有し、前記上側溝形成部は、前記上パネルの室外
面に対向する室外対向片部を有し、前記下側溝形成部は、前記パネルの室外面に対向する
室外対向片部を有し、前記上側溝形成部の室外対向片部および前記下側溝形成部の室外対
向片部をあわせた室外見付け寸法は、前記室内見付け片部の室内見付け寸法よりも小さく
され、前記エンジンユニットは、前記室内見付け片部に取り付けられることを特徴とする
。
【０００８】
　本発明の自動ドアによれば、エンジンユニットを取り付けるために必要な見付け寸法を
有した室内見付け片部を無目に形成できるとともに、当該無目の室外見付け寸法を小さく
して無目の外観見付け寸法をスリム化でき、また、外観見付け寸法の調整幅を拡げること
ができる。
【０００９】
　本発明の自動ドアでは、前記左右の縦枠の見込み寸法は、前記縦骨の見込み寸法よりも
大きくされ、前記開閉戸は、前記左右の縦枠の見込み面間に設置されることが好ましい。
　このような構成によれば、無目にエンジンユニットを取り付けて開閉戸を開口部の室内
側に配置することで、開口部に片引き式の自動ドアを構成できる。
　また、開閉戸が左右の縦枠の見込み面間に設置されるため、左右の縦枠の見付け寸法を
スリム化して見込み寸法を大きくして風荷重に耐えられる構成としても、縦骨の見込み寸
法が大きくなることはなく、開閉戸を開口部に沿った位置に配置できる。
【００１０】
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　本発明の自動ドアでは、前記上側溝形成部は、前記上見込み片部に連続するとともに前
記上パネルの室内面に対向する室内対向片部を有し、前記下側溝形成部は、前記下見込み
片部に連続するとともに前記パネルの室内面に対向する室内対向片部を有し、前記上側溝
形成部の室内対向片部の見付け寸法は、前記下側溝形成部の室内対向片部の見付け寸法よ
りも大きくされることが好ましい。
　このような構成によれば、下側溝形成部における室外対向片部および室内対向片部の下
端の高さ位置における差分は、上側溝形成部における室外対向片部および室内対向片部の
上端の高さ位置における差分よりも小さくできる。前記差分が大きい部分は無目の下側溝
形成部および下見込み片部よりも上側に位置しているので、自動ドアの開口部を通る者に
対して前記差分が大きい部分を目立たない配置にできる。
【００１１】
　本発明の自動ドアでは、前記無目および前記縦骨には、前記開閉戸との隙間を塞ぐモヘ
アが装着されることが好ましい。
　このような構成によれば、既設の無目にエンジンユニットを後付けし、開閉戸を開口部
よりも室内側に設置した場合に無目および縦骨と開閉戸との間に隙間が形成されても、前
述したモヘアによって前記隙間からの光漏れや虫の侵入を抑制できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、エンジンユニットが取り付けられる無目の外観見付け寸法をスリム化
できる自動ドアを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る片引き式の自動ドアを示す外観姿図。
【図２】前記実施形態に係る自動ドアを示す縦断面図。
【図３】前記実施形態に係る自動ドアを示す横断面図。
【図４】本発明の変形例に係る自動ドアを示す横断面図。
【図５】本発明の変形例に係る両引き式の自動ドアを示す外観姿図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
［本実施形態の構成］
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１～３において、本実施形態に係る自動ドア１は、建物外壁面に沿ったカーテンウォ
ールを構成する上下左右に並設されるカーテンウォールユニットに対し、開口部を形成し
て自動開閉する開閉戸を設置したものである。
【００１５】
　自動ドア１は、横枠である上枠１０、下枠２０および無目３０と、縦枠である左右の方
立４０，５０（縦枠）および縦骨６０とを枠組みして構成される枠体２と、下枠２０、無
目３０、方立５０および縦骨６０によって形成される枠内に配置されるパネル３と、上枠
１０、無目３０および方立４０，５０によって形成される枠内に配置されるパネル４（上
パネル）と、無目３０に取り付けられたエンジンユニット７と、エンジンユニット７に吊
り下げられた開閉戸８とを備えている。無目３０、方立４０および縦骨６０によって室内
外を連通する開口部９が形成されている。
【００１６】
　上枠１０、下枠２０、無目３０、方立４０，５０および縦骨６０は、アルミ製の押出し
形材によってそれぞれ形成されている。方立４０，５０には上枠１０および無目３０が取
り付けられており、縦骨６０および方立５０には下枠２０が取り付けられている。また、
無目３０の中間位置には縦骨６０の上端部が取り付けられている。パネル３，４は、本実
施形態では複層のガラスパネルによって形成されている。
【００１７】
　上枠１０は、図２に示すように、室外見付け片部１１と、見込み片部１２，１３と、室
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内見付け片部１４と、パネル保持用の溝形成部１５とを有している。見込み片部１２は、
見込み片部１３よりも下方に位置している。室外見付け片部１１は、見込み片部１２，１
３の室外端部に連続しており、見込み片部１２，１３の室内端部は室内見付け片部１４に
連続している。室外見付け片部１１の下端部および見込み片部１２の室外端部には、溝形
成部１５が連続している。
【００１８】
　溝形成部１５は、溝見込み片部１５１と、溝見込み片部１５１の室外端部に連続してい
る室外対向片部１５２と、溝見込み片部１５１の室内端部に連続している室内対向片部１
５３とを有している。溝見込み片部１５１は、上枠１０の見込方向に沿って配置されてい
る。室外対向片部１５２および室内対向片部１５３は、上枠１０の見付け方向に沿って配
置されており、溝見込み片部１５１から垂下している。室外対向片部１５２は、パネル４
の室外面に対向して配置されている。室外対向片部１５２には、パネル４の室外面に当接
するバックアップ材およびシール材が設けられている。室内対向片部１５３は、パネル４
の室内面に対向して配置されている。室内対向片部１５３には、パネル４の室内面に当接
するバックアップ材およびシール材が設けられている。
【００１９】
　下枠２０は、図２に示すように、室外見付け片部２１と、見込み片部２２，２３と、室
内見付け片部２４とを有している。室外見付け片部２１および室内見付け片部２４は、見
込み片部２２，２３に連続している。見込み片部２２は、見込み片部２３よりも上方に位
置している。見込み片部２２，２３間には、室外見付け片部２１と室内見付け片部２４と
に連続する連続片部２５が形成されている。なお、下枠２０の見込み片部２３には、ブラ
ケットを介して開閉ガイド部材９１が取り付けられている。
【００２０】
　見込み片部２２の室外側部分には、上方に立ち上げられた二つの突部によって係合溝形
成部２６が形成されている。この係合溝形成部２６には押縁６が係合しており、係合溝形
成部２６および押縁６によってパネル３の室外面に対向して位置する室外対向片部２７が
構成されている。押縁６は、パネル３の室外面に対向して配置されている。この押縁６に
は、パネル３の室外面に当接するバックアップ材およびシール材が設けられている。
【００２１】
　見込み片部２２の室内側部分は上方に立ち上げられて室内見付け片部２４に連続してお
り、この立ち上げられた室内側部分には、下枠２０の見込み方向において室外側に延出し
た室内対向片部２８が形成されている。室内対向片部２８の室外端部は、パネル３の室内
面に対向して配置されている。室内対向片部２８の室外端部には、パネル３の室内面に当
接するバックアップ材およびシール材が設けられている。前述した見込み片部２２、室外
対向片部２７および室内対向片部２８によってパネル保持用の溝形成部が形成されている
。
【００２２】
　室外見付け片部２１は、下枠２０の見込み方向において室外対向片部２７よりも室内側
に後退した位置に配置（セットバック）されている。この室外見付け片部２１には、図２
に示す幅木カバー２９が取り付けられている。幅木カバー２９の室外面は、室外対向片部
２７の室外面と面一となっている。なお、幅木カバー２９の両小口は、方立５０および縦
骨６０によって塞がれる。
【００２３】
　無目３０は、図１に示すように、左右方向に沿って配置されて左右の方立４０，５０に
取り付けられている。無目３０は、図２に示すように、見込み片部３２，３３と、室内見
付け片部３４と、パネル保持用の上側溝形成部３５および下側溝形成部３６とを有してい
る。見込み片部３２（上見込み片部）は、見込み片部３３（下見込み片部）よりも上方に
位置している。見込み片部３２，３３は室内見付け片部３４に連続している。上側溝形成
部３５は、見込み片部３２の室外端部に連続している。下側溝形成部３６は、見込み片部
３３の室外端部に連続している。上側溝形成部３５および下側溝形成部３６は連続片部３
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１によって連続されている。室内見付け片部３４にはモヘア５が装着されている。
【００２４】
　上側溝形成部３５は、溝見込み片部３５１と、溝見込み片部３５１から上方に立ち上げ
られた二つの突部によって形成された係合溝形成部３５２および係合溝形成部３５２に係
合した押縁６によって形成される室外対向片部３５３と、溝見込み片部３５１の室内端部
から上方に立ち上げられた室内対向片部３５４とを有している。溝見込み片部３５１は連
続片部３１の上端部に連続しており、室内対向片部３５４は見込み片部３２の室外端部に
連続している。
　溝見込み片部３５１は、無目３０の見込み方向に沿って配置されている。室外対向片部
３５３および室内対向片部３５４は、無目３０の見付け方向に沿って配置されており、溝
見込み片部３５１から立ち上げられている。
　室外対向片部３５３の押縁６は、パネル４の室外面に対向して配置されている。この押
縁６には、パネル４の室外面に当接するバックアップ材およびシール材が設けられている
。室内対向片部３５４は、パネル４の室内面に対向して配置されている。室内対向片部３
５４には、パネル４の室内面に当接するバックアップ材およびシール材が設けられている
。
【００２５】
　下側溝形成部３６は、溝見込み片部３６１と、溝見込み片部３６１の室外端部に連続し
ている室外対向片部３６２と、溝見込み片部３６１の室内端部に連続している室内対向片
部３６３とを有している。溝見込み片部３６１は連続片部３１の下端部に連続しており、
室内対向片部３６３は見込み片部３３の室外端部に連続している。
　溝見込み片部３６１は、無目３０の見込み方向に沿って配置されている。室外対向片部
３６２および室内対向片部３６３は、無目３０の見付け方向に沿って配置されており、溝
見込み片部３６１から垂下している。
　室外対向片部３６２は、パネル３の室外面に対向して配置されている。室外対向片部３
６２には、パネル３の室外面に当接するバックアップ材およびシール材が設けられている
。室内対向片部３６３は、パネル３の室内面に対向して配置されている。室内対向片部３
６３には、パネル３の室内面に当接するバックアップ材およびシール材が設けられている
。
【００２６】
　室外対向片部３５３，３６２をあわせた室外見付け寸法３７（室外対向片部３５３の上
端から室外対向片部３６２の下端までの見付け寸法）は、室内見付け片部３４の室内見付
け寸法３８よりも小さくされている。
　また、上側溝形成部３５の室内対向片部３５４の見付け寸法は、下側溝形成部３６の室
内対向片部３６３の見付け寸法よりも大きくされている。このため、室外対向片部３６２
の下端と室内対向片部３６３の下端との高さ位置の差分は、室外対向片部３５３の上端と
室内対向片部３５４の上端との高さ位置の差分よりも小さくなる。
【００２７】
　図３において右側に示す方立４０は、第一方立部材４０１を備えており、左右方向にお
いて自動ドア１の右側に隣接するカーテンウォールユニットＣの第二方立部材５０１Ａと
組み合わされて分割方立を構成する。
【００２８】
　第一方立部材４０１は、見込み片部４１と、見込み片部４１の室内端部に連続する室内
見付け片部４３と、見込み片部４１から方立４０の見付け方向に沿って縦骨６０側に延出
した延出片部４４と、延出片部４４に係合するとともに見込み片部４１の室外側部分にね
じ止めされた枠部材４５と、延出片部４４および見込み片部４１の室内側部分にねじ止め
された室内枠材４６とを有している。室内見付け片部４３は見込み片部４１から方立４０
の見付け方向外側に突出している。枠部材４５および室内枠材４６はフラットな見込み面
を形成している。
【００２９】
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　また、見込み片部４１には、方立４０の見付け方向外側に突出した係合部４７，４８，
４９Ａ，４９Ｂを有している。係合部４７，４８，４９Ａ，４９Ｂは、室外側から室内側
に向かう順に配置されており、第二方立部材５０１Ａにそれぞれ係合している。係合部４
８は、取付ねじによって第二方立部材５０１Ａに取り付けられている。
【００３０】
　図３において左側に示す方立５０は、第二方立部材５０１を備えており、左右方向にお
いて自動ドア１の左側に隣接するカーテンウォールユニットＣの第一方立部材４０１Ａと
組み合わされて分割方立を構成する。
【００３１】
　第二方立部材５０１は、見込み片部５１と、見込み片部５１の室外側部分から方立５０
の見付け方向内側に突出した二つの突部によって形成された係合溝形成部５３と、見込み
片部５１のうち係合溝形成部５３よりも室内側に位置する部分に形成された対向部５４と
を有している。
【００３２】
　係合溝形成部５３には押縁６が係合している。この押縁６は、パネル３の室外面に対向
して配置されている。この押縁６には、パネル３の室外面に当接するバックアップ材およ
びシール材が設けられている。この係合溝形成部５３および押縁６によって室外対向片部
５２が構成されている。
【００３３】
　対向部５４は、断面略コ字形状に形成されており、パネル３の室内面に対向して位置す
る対向片部５４１には、パネル３の室内面に当接するバックアップ材およびシール材が設
けられている。
【００３４】
　また、見込み片部５１には、方立５０の見付け方向外側に突出した係合部５７，５８，
５９Ａ，５９Ｂを有している。係合部５７，５８，５９Ａ，５９Ｂは、室外側から室内側
に向かう順に配置されており、第一方立部材４０１Ａにそれぞれ係合する。
【００３５】
　縦骨６０は、図１に示すように、下枠２０から上下方向に沿って配置されて無目３０に
取り付けられている。縦骨６０は、図３に示すように、室外見付け片部６１と、見込み片
部６２，６３と、室内見付け片部６４と、見込み片部６２の室外側部分からパネル３側に
突出した二つの突部によって形成される係合溝形成部６５と、係合溝形成部６５よりも室
内側の位置で見込み片部６２からパネル３側に延出した室内対向片部６６と、室内対向片
部６６および室内見付け片部６４に連続する連続片部６７とを有している。室内見付け片
部６４にはモヘア５が装着されている。
【００３６】
　係合溝形成部６５には押縁６が係合している。この押縁６はパネル３の室外面に対向し
て配置されている。押縁６には、パネル３の室外面に当接するバックアップ材およびシー
ル材が設けられている。この係合溝形成部６５および押縁６によって室外対向片部６８を
構成している。
　室内対向片部６６は、パネル３の室内面に対向して配置されている。室内対向片部６６
には、パネル３の室内面に当接するバックアップ材およびシール材が設けられている。
【００３７】
　方立４０，５０は、より大きな風荷重に対応できるように、上枠１０、下枠２０、無目
３０および縦骨６０よりも大きな見込み寸法を有している。方立４０，５０は、上枠１０
、下枠２０、無目３０および縦骨６０よりも室内側に突出して構成されている。
【００３８】
　エンジンユニット７は、図２，３に示すように、無目３０の室内見付け片部３４にねじ
止めされたレール部材７１と、レール部材７１に沿って走行可能に係合したローラ７２と
、ローラ７２を走行させる電動モータ等のエンジン（図示省略）とがケース７０内に収容
されて構成されている。ローラ７２の軸部には、ブラケット７３を介して開閉戸８が吊り
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下げられている。このエンジンユニット７は、無目３０に沿って配置されている。
【００３９】
　開閉戸８は、図１～３に示すように、上框８１、下框８２、左右の縦框８３，８４およ
びパネル８５を框組みして構成されている。パネル８５は、本実施形態では複層のガラス
パネルによって形成されている。上框８１には、前述したブラケット７３が取り付けられ
ている。下框８２には、前述した開閉ガイド部材９１に左右方向に案内されるガイド片８
６が取り付けられている。
【００４０】
　この開閉戸８は、ブラケット７３を介してエンジンユニット７に吊り下げられることで
、開口部９の室内側であって方立４０，５０の見込み片部４１，５１の見込み面間に配置
され、かつ、縦骨６０の室内見付け片部６４に隙間を隔てて配置されている。開口部９を
閉鎖した状態では、図２に示すように、上框８１は無目３０の室内見付け片部３４に装着
されたモヘア５に当接しており、図３に示すように、縦框８３は方立４０の室内枠材４６
の見込み面に当接しており、縦框８４は縦骨６０の室内見付け片部６４に装着されたモヘ
ア５に当接している。
【００４１】
［本実施形態の動作］
　以下、本実施形態に係る自動ドア１の開閉動作について説明する。なお、自動ドア１に
は、開口部９へ接近する人を感知するセンサー（図示省略）が設置されており、このセン
サーによる感知に基づいてエンジンユニット７のエンジンが作動する。
【００４２】
　先ず、開口部９に接近する人をセンサーが感知すると、エンジンユニット７のエンジン
を作動してローラ７２をレール部材７１に沿って走行させ、開閉戸８を図３に示す閉鎖位
置から方立５０側の開放位置まで自動的に開放移動する。開閉戸８が開放位置に到達する
と、前記開放移動を停止して所定時間待機する。待機後、センサーが人を感知している状
態である場合には、さらに所定時間待機する。また、センサーが人を感知していない状態
である場合には、エンジンユニット７のエンジンを作動してローラ７２をレール部材７１
に沿って逆方向に走行させ、開閉戸８を開放位置から閉鎖位置まで自動的に閉鎖移動する
。開閉戸８が閉鎖位置に到達すると、前記閉鎖移動を停止し、再びセンサーが人を感知す
るまで静止状態となる。このように自動ドア１は開閉動作する。
【００４３】
［本実施形態の効果］
（１）本実施形態では、自動ドア１は、左右の方立４０，５０と、方立４０，５０に取り
付けられる上枠１０および無目３０と、無目３０の下方であって方立４０，５０間に配置
される縦骨６０と、左右の方立４０，５０、上枠１０および無目３０によって形成される
枠内に配置されるパネル４（上パネル）と、方立５０、縦骨６０および無目３０によって
形成される枠内に配置されるパネル３と、方立４０、縦骨６０および無目３０によって形
成される開口部９と、開口部９よりも室内側に配置される開閉戸８と、無目３０に取り付
けられるとともに、開閉戸８を左右方向に開閉移動させるエンジンユニット７とを備え、
無目３０は、上パネル保持用の上側溝形成部３５と、パネル保持用の下側溝形成部３６と
、上側溝形成部３５に連続する上見込み片部３２と、下側溝形成部３６に連続する下見込
み片部３３と、上見込み片部３２および下見込み片部３３に連続する室内見付け片部３４
とを有し、上側溝形成部３５は、上パネル４の室外面に対向する室外対向片部３５３を有
し、下側溝形成部３６は、パネル４の室外面に対向する室外対向片部３６２を有し、上側
溝形成部３５の室外対向片部３５３および下側溝形成部３６の室外対向片部３６２をあわ
せた室外見付け寸法３７は、室内見付け片部３４の室内見付け寸法３８よりも小さくされ
、エンジンユニット７は、室内見付け片部３４に取り付けられることを特徴とする。
　上記構成を有するため、エンジンユニット７を取り付けるために必要な見付け寸法を有
した室内見付け片部３４を無目３０に形成できるとともに、当該無目３０の室外見付け寸
法３７を小さくして無目３０の外観見付け寸法をスリム化でき、また、外観見付け寸法の
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調整幅を拡げることができる。
　さらに、本実施形態では、以下の各効果を発揮できる。
（２）方立４０，５０の見込み寸法は、縦骨６０の見込み寸法よりも大きくされ、開閉戸
８は、方立４０，５０の見込み面間に設置される。
　このため、無目３０にエンジンユニット７を取り付けて開閉戸８を開口部９の室内側に
配置することで、開口部９に片引き式の自動ドア１を後付けできる。また、開閉戸８が方
立４０，５０の見込み面間に設置されるため、方立４０，５０の見付け寸法をスリム化し
て見込み寸法を大きくして風荷重に耐えられる構成としても、縦骨６０の見込み寸法が大
きくなることはなく、開閉戸８を開口部９に沿った位置に配置できる。
（３）上側溝形成部３５は、上見込み片部３２に連続するとともに上パネル４の室内面に
対向する室内対向片部３５４を有し、下側溝形成部３６は、下見込み片部３３に連続する
とともにパネル３の室内面に対向する室内対向片部３６３を有し、上側溝形成部３５の室
内対向片部３５４の見付け寸法は、下側溝形成部３６の室内対向片部３６３の見付け寸法
よりも大きくされる。
　このため、下側溝形成部３６における室外対向片部３６２および室内対向片部３６３の
下端の高さ位置における差分は、上側溝形成部３５における室外対向片部３５３および室
内対向片部３５４の上端の高さ位置における差分よりも小さくできる。前記差分が大きい
部分は無目３０の下側溝形成部３６および下見込み片部３３よりも上側に位置しているの
で、自動ドア１の開口部９を通る者に対して前記差分が大きい部分を目立たない配置にで
きる。
（４）無目３０および縦骨６０には、開閉戸８との隙間を塞ぐモヘア５が装着される。こ
のため、既設の無目３０にエンジンユニット７を後付けし、開閉戸８を開口部９よりも室
内側に設置した場合に無目３０および縦骨６０と開閉戸８との間に隙間が形成されても、
前述したモヘア５によって前記隙間からの光漏れや虫の侵入を抑制できる。
【００４４】
［変形例］
　本発明は、以上の実施形態で説明した構成のものに限定されず、本発明の目的を達成で
きる範囲での変形例は、本発明に含まれる。
　例えば、前記実施形態では、開閉戸８の戸先側の縦框８３は、図３に示すように、室内
枠材４６に当接して閉鎖状態となるが、これに限られず、例えば図４に示すように、室内
枠材４６の構成を省略し、縦框８３が方立４０の見込み片部４１に当接することで開閉戸
８が閉鎖状態となる構成とされてもよい。この場合、戸先側の縦框８３は、枠部材４５の
室内側に位置し、方立４０の見付け寸法内に納められるので、室外側から方立４０に隠さ
れる隠れ框にできる。
【００４５】
　前記実施形態では、戸先側の方立４０として直線方立を備えているが、これに限られず
、図４に示すように、出隅方立１００（コーナー方立）を備えていてもよい。出隅方立１
００は、第一係合片部１０１および第二係合片部１０２を有する角筒状の方立本体１０３
と、第一係合片部１０１に係合する取付枠１０４と、取付枠１０４に取り付けられる枠部
材４５および室内枠材４６と、第二係合片部１０２に係合するパネル保持体１０５とを備
えている。
　このように出隅方立１００に前述した枠部材４５、室内枠材４６を取り付けることで、
開閉戸８に対する戸当り部分を構成できる。
【００４６】
　前記実施形態では、片引き式の自動ドア１を説明したが、これに限られず、例えば図５
に示すような両引き式の自動ドア２００であってもよい。
　自動ドア２００は、左右の方立４０，５０と、方立４０，５０間に配置される左右の縦
骨６０，６０と、方立４０，５０に取り付けられる無目３０と、右側の方立５０および右
側の縦骨６０間に配置される第一パネル３（パネル）と、左側の方立４０および左側の縦
骨６０間に配置される第二パネル３（パネル）と、左右の縦骨６０，６０および無目３０
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によって形成される開口部と、開口部よりも室内側に配置される左右の開閉戸８，８と、
無目３０に取り付けられるとともに、左右の開閉戸８，８を互いに左右方向に接近および
離間して開閉移動させるエンジンユニットとを備え、方立４０，５０の見込み寸法は、左
右の縦骨６０，６０の見込み寸法よりも大きくされ、左右の開閉戸８，８は、左右の方立
４０，５０の見込み面間に設置される。
　方立４０，５０の上端部には上枠１０が取り付けられており、上枠１０および無目３０
間に上パネル４が配置されている。また、方立４０および縦骨６０と方立５０および縦骨
６０とには下枠２０がそれぞれ取り付けられている。
　この両引き式の自動ドア２００によれば、無目３０にエンジンユニットを取り付けて左
右の開閉戸８，８を開口部の室内側に配置することで、開口部に両引き式の自動ドア２０
０を後付けできる。また、左右の開閉戸８，８が左右の方立４０，５０の見込み面間に設
置されるため、左右の方立４０，５０の見付け寸法をスリム化して見込み寸法を大きくし
て風荷重に耐えられる構成としても、左右の縦骨６０，６０の見込み寸法が大きくなるこ
とはなく、左右の開閉戸８，８を開口部に沿った位置に配置できる。
【００４７】
　前記実施形態では、上側溝形成部３５の室内対向片部３５４の見付け寸法は、下側溝形
成部３６の室内対向片部３６３の見付け寸法よりも大きくされているが、これに限られな
い。例えば、室内対向片部３５４の見付け寸法が室内対向片部３６３の見付け寸法よりも
小さくされてもよく、また、室内対向片部３５４，３６３の見付け寸法が互いに同じ寸法
とされてもよい。
【００４８】
　前記実施形態では、無目３０および縦骨６０にモヘア５が装着されているが、これらの
構成を省略してもよい。
【００４９】
　前記実施形態では、方立４０は室内枠材４６を備えているが、この構成を省略してもよ
い。この場合、開閉戸８は、方立４０の見込み片部４１の見込み面に直接当接して開口部
９を閉鎖する。
【符号の説明】
【００５０】
　１，２００…自動ドア、１０…上枠、１００…出隅方立、１０１…第一係合片部、１０
２…第二係合片部、１０３…方立本体、１０４…取付枠、１０５…パネル保持体、１１，
２１，６１…室外見付け片部、１２，１３，２２，２３，４１，５１，６２，６３…見込
み片部、１４，２４，３４，４３，６４…室内見付け片部、１５…溝形成部、１５１，３
５１，３６１…溝見込み片部、２７，５２，６８，１５２，３５３，３６２，３６３…室
外対向片部、２８，６６，１５３，３５４…室内対向片部、２…枠体、２０…下枠、２５
，６７…連続片部、２６，５３，６５，３５２…係合溝形成部、２９…幅木カバー、３，
４，８５…パネル、３０…無目、３１…連続片部、３２…上見込み片部、３３…下見込み
片部、３５…上側溝形成部、３６…下側溝形成部、３７…室外見付け寸法、３８…室内見
付け寸法、４０，５０…方立（縦枠）、４０１，４０１Ａ…第一方立部材、４４…延出片
部、４５…枠部材、４６…室内枠材、４７，４８，４９Ａ，４９Ｂ，５７，５８，５９Ａ
，５９Ｂ…係合部、５…モヘア、５０１，５０１Ａ…第二方立部材、５４…対向部、５４
１…対向片部、６…押縁、６０…縦骨、７…エンジンユニット、７０…ケース、７１…レ
ール部材、７２…ローラ、７３…ブラケット、８…開閉戸、８１…上框、８２…下框、８
３，８４…縦框、８６…ガイド片、９…開口部、９１…開閉ガイド部材、Ｃ…カーテンウ
ォールユニット。
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